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第１回 瓦会小学校・恋瀬小学校子どもたちの教育環境を考える会 要旨 

 

 

日 時 令和４年６月 30 日（木） 午後７時から午後７時 55 分 

場 所 中央公民館 ２階会議室 

出席者 委員 11 名 

事務局 児島教育長，吉澤部長，柴田次長，朝賀参事，坂入課長，須加野室長 

小河原副参事，雨貝補佐，森島係長，鬼澤主幹 

     

 

 

次 第 

１．開  会 

２．自己紹介 

３．教育長あいさつ 

４．協議事項 

（１）瓦会小学校・恋瀬小学校子どもたちの教育環境を考える会要綱(案)について 

（２）これまでの経緯について 

（３）意見交換 

５．その他 

 

 

決定事項等 

・要綱が承認され，瓦会小学校・恋瀬小学校子どもたちの教育環境を考える会が発足 

・今回の会議での意見・要望について市長や議会，統合計画審議会へ報告していく 

 

次第に沿って，４の協議事項に進む。 

（１） 瓦会小学校・恋瀬小学校子どもたちの教育環境を考える会要綱(案)について 

事務局より要綱についての説明後，承認された。 

 

（２） これまでの経緯について 

 配布資料の説明。これまでの統合再編計画についての説明会の開催状況及び，参加者か

らの意見について資料に記載。 

 

（３）意見交換 

(事務局) 

 市で示した統合再編計画について，各小学校・地域においてはどのような考えを持って

いるのか。 

(委員) 

 恋瀬小としては，計画策定時のアンケートに，約８割がおおむね理解できると回答して
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いる。この結果を無視するわけにはいかないので，統合計画には前向きであると回答する

に至った。 

(事務局) 

 瓦会小においては，恋瀬小との統合について，位置関係から通勤と併せた保護者送迎時

に不便。また，二段階ではなく一回での大規模統合を望むといった声が多く挙がっていた。 

(委員) 

 瓦会小としては，ＰＴＡで実施したアンケートからも，統合については賛成だ。しかし，

内容については見直す必要があると感じている。 

(委員) 

 瓦会地区住民の立場から言うと，ＰＴＡの意見にもあるが，瓦会と恋瀬で統合しても，

少子化のなかで単学級は解消できず，再度統合することにもなる。一箇所で大規模な統合

をするのがやはり良いのではと感じている。 

 もしどうしても２校で統合といった場合においても，送迎に不便が生じるとのことで，

位置関係なども考慮して，旧有明中学校の場所に校舎を建てるなどの検討が必要ではない

か。 

 他の地区でも一箇所での統合を望む声は挙がっているのではないか？ 

(事務局) 

 そういった意見もいただいている。 

(委員) 

 恋瀬地区での説明会などでも考えを述べたが，２校での統合よりも新しい場所で一回で

の統合が良いと思う。教育環境の充実においては，人数規模も必要だ。 

 現在も大増地区からは路線バスを使用しているが，市のスクールバスの整備なども今後

検討していってはどうか。 

(事務局) 

 統合については双方の合意・理解が必要だ。瓦会としてはこれ以上進めることができな

いとの結論に達している。今回の瓦会と恋瀬の統合については，一旦ここに留めておくと

いった認識でよろしいか。 

異議なしの声 

(事務局) 

 今後，市へ要望していきたいことなどについてはいかがか。 

(委員) 

 教育環境の整備は市の財政面とも大きく関わってくるだろう。それぞれの意見の中間を

取るなどして，上手くまとめていければ良いのではないか。あたらしく学校を作るという

のであれば，現在の八郷中のスクールバスに児童も同乗できるようにするといった考え方

もひとつの案だ。 

(委員) 

 昨今の出生率からも考えて，少子化はどんどん進んでいる。２校での統合では単学級の

解消も出来ず，メリットが少ないと感じる。 

 ２校で統合の計画も，瓦会・恋瀬から要望して始まったものではないと思う。統合計画

審議会でも保護者・地元の意見を十分に聞いていくという方針だった。再度検討し，あた
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らしい統合案を考えられれば。お互いの地区にとって，わだかまりなどがないように進め

ていけるのが一番だ。 

(事務局) 

 ４月の両校ＰＴＡでの意見交換の場で，瓦会小ＰＴＡより葦穂・吉生・柿岡の統合の枠

組みに瓦会・恋瀬も加えた５校の統合が可能ではとの意見があった。児童数の将来推計だ

けをみれば，令和９年以降で柿岡小に集約は可能かと思われる。 

(委員) 

 仮に統合するとなった場合，柿岡小の敷地や校舎も狭いと思われるが。 

(事務局) 

 推計上は，35 人学級で各学年２クラスの編成が可能となってくる。 

(委員) 

 課題をきちんと精査していったうえで，ひとつの選択肢として考えられるかと思う。 

(事務局) 

 瓦会小の保護者の間では，この５校での統合案は話題に挙がっているのか。 

(委員) 

 現状，ＰＴＡ本部役員の一部でのアイデアとなっている。 

(委員) 

 将来的な大規模統合を想定し，小桜・小幡・林小といった学校にも，統合についての現

状の周知や意見集約などは必要になってくるかと感じている。 

(委員) 

 大規模統合時の校舎建設場所について，候補地などは固まっているのか。 

(事務局) 

 色々な意見は出ているが，具体的に検討が始まっているわけではない。 

(事務局) 

 今後，報告事項などが整ったタイミングで，委員のみなさまへお声掛けをさせていただ

きたいと思う。 

  

終了時刻 午後７時 55 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


